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一　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
学
生
の
自
主
性
や
自
立
心
を
育
て
る
取
組
み
に
つ
い

て
、
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
部
が
実
施
し
て
い
る
、
ゼ
ミ
活
動

を
通
じ
て
の
地
域
貢
献
か
ら
紹
介
し
た
い
。
い
く
つ
か
の
事
例
を
挙

げ
る
前
に
、
背
景
の
理
解
と
し
て
、
地
域
政
策
学
部
に
つ
い
て
簡
単

に
述
べ
る
。

地
域
政
策
学
部
は
、
地
方
分
権
時
代
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
に
、
全
国
に
先
駆
け
て
一
九
九
六
年
に
設
立
さ
れ
た
学
部
で

あ
る
。
地
域
政
策
学
科
（
定
員
一
八
〇
人
と
専
任
教
員
二
五
人
）
か

ら
な
る
一
学
部
一
学
科
で
始
ま
っ
た
地
域
政
策
学
部
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
大
学
院
地
域
政
策
研
究
科
修
士
課
程
（
定
員
二
〇
人
）、

二
〇
〇
二
年
に
大
学
院
博
士
後
期
課
程
（
定
員
五
人
）、
二
〇
〇
三

年
に
地
域
づ
く
り
学
科
（
一
二
〇
人
の
定
員
増
と
専
任
教
員
一
一
人

増
）、
二
〇
〇
六
年
に
は
観
光
政
策
学
科
（
一
二
〇
人
の
定
員
増
と

専
任
教
員
一
一
名
増
）
と
、
一
八
歳
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
異
例

の
組
織
拡
充
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
で
は
、
三
学
科
を
有
し
、
大
学

院
博
士
後
期
課
程
ま
で
完
備
し
、学
部
と
大
学
院
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
そ
の
研
究
・
教
育
・
地
域
貢
献
を
通
じ
て
、
多
面
的
に
地
域
を
考
え
、

か
つ
、
内
発
的
な
地
域
づ
く
り
に
参
画
し
、
地
方
分
権
時
代
を
担
う

官
民
諸
分
野
の
人
材
育
成
」（
学
則
第
三
条
の
三
）
に
努
め
て
い
る
。

地
域
政
策
学
部
の
学
士
力
は
「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
問
題
解

決
能
力
」で
あ
る
。
こ
の
学
士
力
は「
問
題
発
見
能
力
」「
調
査
能
力
」

地
域
貢
献
と
ゼ
ミ
活
動
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「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
組
織
能
力
」「
社
会
的
責
任
能
力
」

「
政
策
立
案
能
力
」
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
。
地
域
政
策
学
部
で
は
、

学
士
力
を
保
証
す
る
た
め
の
核
と
し
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
演
習
）
を

設
け
て
い
る
。
演
習
は
必
修
で
、少
人
数
（
ゼ
ミ
定
員
一
一
人
前
後
）

教
育
を
実
践
し
て
い
る
。
必
修
の
演
習
に
加
え
て
卒
業
論
文
も
必
修

四
単
位
を
課
し
て
い
る
。
学
生
全
員
が
卒
業
論
文
を
合
同
発
表
会
で

報
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
部
と
し
て
の
共
通
の
評
価
が
保
証
さ
れ

て
い
る
。

ゼ
ミ
を
単
位
と
す
る
積
極
的
な
地
域
貢
献
の
成
果
は
、
地
域
活
性

化
に
関
わ
る
「
特
色
Ｇ
Ｐ
」「
現
代
Ｇ
Ｐ
」
の
採
択
や
、
学
生
の
地

域
貢
献
活
動
を
競
う
英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会（
Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
）

の
二
年
連
続
国
内
大
会
優
勝
、
世
界
大
会
出
場
な
ど
の
結
果
と
し
て

現
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
崎
市
、
群
馬
県
、
湯
沢
市
、
草
津
市
等
の

自
治
体
と
の
連
携
、
内
閣
府
地
域
再
生
推
進
室
、
文
部
科
学
省
、
国

土
交
通
省
等
の
国
の
機
関
と
の
連
携
、
政
策
大
学
院
大
学
や
日
本
政

策
投
資
銀
行
等
の
他
大
学
や
民
間
企
業
と
の
連
携
、
さ
ら
に
、
高
崎

青
年
会
議
所
や
富
岡
元
気
塾
な
ど
の
市
民
レ
ベ
ル
で
の
連
携
も
行
っ

て
い
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
学
生
主
体
の
事
業
と
し
て
先
駆
的
な
「
た
か

さ
き
活
性
剤
本
舗
」
事
業
（
横
島
ゼ
ミ
、
原
田
ゼ
ミ
）
を
取
り
上
げ

る
。
次
に
、
大
宮
ゼ
ミ
が
中
心
に
立
ち
上
げ
た
「
若
者
社
会
活
動
支

援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人D

esign N
etw
orks A

ssociation

（D
N
A

）」
の

活
動
の
中
か
ら
、「
ラ
ジ
コ
ム
」
事
業
と
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
事
業

に
つ
い
て
解
説
す
る
。
い
ず
れ
も
高
崎
市
街
地
の
活
動
な
の
で
、
合

併
し
て
高
崎
市
と
な
っ
た
地
域
の
ゼ
ミ
事
業
紹
介
と
し
て
、
旧
榛
名

町
の
地
域
貢
献
事
業
（
戸
所
ゼ
ミ
）
と
旧
倉
渕
村
に
源
を
発
し
高
崎

市
内
を
流
れ
て
い
る
烏
川
の
調
査
研
究
事
業
（
清
水
ゼ
ミ
）
を
紹
介

す
る
。
最
後
に
、
県
外
の
地
域
貢
献
と
し
て
長
野
県
上
田
市
の
ま
ち

づ
く
り
提
言
事
業
（
河
藤
ゼ
ミ
）
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

二　

た
か
さ
き
活
性
剤
本
舗

「
た
か
さ
き
活
性
剤
本
舗
」
と
い
う
の
は
、
高
崎
市
が
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
作
成
に
関
わ
っ
た
の
が
発
端
と
な
っ
て
、
高
崎

市
の
中
心
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
ゼ
ミ
の
学
生
に
よ
る
活
性
化

事
業
で
あ
る
。

ゼ
ミ
生
は
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
の
指
導
の
下
で
、
中
心
市
街
地
を
活

性
化
す
べ
く
、
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
っ

た
。
学
生
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
い
て
、
中
心
市
街
地
の
名

店
を
紹
介
し
た
『
裏
町
ま
っ
ぷ
』
の
発
行
や
、
防
犯
防
災
訓
練
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
参
加
や
「
ぐ
る
り
ん
」
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

高
崎
市
の
景
観
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
な
ど
も
行
い
、
そ
れ
ら
の
活
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動
を
報
告
書
と
し
て
作
成
し
た
。
一
連
の
作
業
で
、
ゼ
ミ
生
の
「
問

題
発
見
能
力
」「
調
査
能
力
」「
社
会
的
責
任
能
力
」
を
中
心
に
「
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
問
題
解
決
能
力
」
が
養
わ
れ
て
き
た
。

三　

ラ
ジ
コ
ム

「
ラ
ジ
コ
ム
」
は
、
学
生
が
企
画
・
運
営
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
高
崎
の

番
組
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
高
崎
は
、
一
九
九
七
年
に
開
局
し
た
高
崎
市

と
そ
の
周
辺
を
聴
取
エ
リ
ア
に
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
ラ

ジ
オ
局
で
、「
ラ
ジ
コ
ム
」
は
、
こ
の
ラ
ジ
オ
高
崎
開
局
二
年
後
の

一
九
九
九
年
七
月
に
、
大
学
構
内
に
ラ
ジ
オ
高
崎
「
高
経
大
サ
テ
ラ

イ
ト
（
ラ
ジ
コ
ムradi-com

）」
と
し
て
開
局
し
て
い
る
。
ラ
ジ
オ

高
崎
に
は
、「
ラ
ジ
コ
ム
」
以
外
に
、
地
域
政
策
学
部
が
関
与
し
て

い
る
事
業
と
し
て
、「
ラ
ジ
オ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
「
ま
ち
づ
く
り
市

民
講
座
」
が
あ
る
。「
ラ
ジ
オ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
地
域
政
策
学
部

の
教
員
を
中
心
に
ま
ち
づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
専
門
的
な
話
を
毎

週
一
五
分
間
提
供
す
る
番
組
で
あ
る
。
一
方
、「
ま
ち
づ
く
り
市
民

講
座
」
は
、
市
民
と
の
双
方
向
の
対
話
を
実
現
す
る
た
め
に
「
ラ
ジ

オ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
出
演
講
師
等
が
高
崎
経
済
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
で
開
催
す
る
講
座
で
あ
る
。

「
ラ
ジ
コ
ム
」
で
は
、
学
生
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情

報
を
提
供
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
（「
高
崎
ま
つ
り
」「
高
崎
人
情
市
」「
野
外
音
楽
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
え
び
す
講
市
」「
高
崎
ふ
ゆ
ま
つ
り
」「
高
崎
映

画
祭
」
な
ど
）
に
つ
い
て
、
学
生
も
積
極
的
に
活
動
に
関
与
し
、
そ

の
過
程
で
運
営
し
て
い
る
市
民
を
取
材
し
て
い
る
。
毎
週
三
〇
分
間

の
番
組
制
作
と
い
う
事
業
を
通
し
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」「
社
会
的
責
任
能
力
」「
政
策
立
案
能
力
」
を
伸
ば
し
て
い
る
。

「
ラ
ジ
オ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
「
ラ
ジ
コ
ム
」
事
業
は
、
二
〇
〇
二
年

に
は
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
支
援
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
二
〇
〇
四
年
事
業
の
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
事
業
の
柱
の
一
つ
に
な
っ
た
。「
ラ
ジ
コ
ム
」と「
ラ

ジ
オ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
は
、
す
っ
か
り
高
崎
市
民
の
生
活
に
定
着
し
て

い
る
。

四　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

二
〇
〇
三
年
に
国
が
策
定
し
た
「
若
者
自
立
・
挑
戦
プ
ラ
ン
」
の

群
馬
県
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
の
三
つ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の
中
心
で

あ
る
高
崎
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ゼ
ミ
生
が
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
の
指
導
の

下
で
、
若
者
受
け
の
す
る
空
間
づ
く
り
の
提
案
な
ど
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
若
者
の
感
覚
を
生
か
し
な
が
ら
、
常
駐
ス
タ
ッ
フ
や
カ
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ウ
ン
セ
ラ
ー
の
補
佐
的
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
大
宮
ゼ
ミ

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
ゼ
ミ
生
の
コ
メ
ン
ト
を
引
用
す
る
。

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
音
楽
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。
全
て
自
分
た
ち
で
企
画
し
て
、
当
日
ま
で
や
り

き
っ
た
の
で
と
っ
て
も
大
変
で
し
た
！
」

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
内
の
家
具
レ
イ
ア
ウ
ト
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
変
更
し

た
ん
で
す
が
、
照
明
の
色
ま
で
気
を
配
る
な
ど
暖
か
く
楽
し
い
雰
囲

気
に
一
新
し
て
、
以
前
よ
り
入
り
や
す
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
た
と
き

は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」「
こ
の
春
に
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
記
事
も
写
真
撮
影
も
、
イ
ラ
ス
ト
ま
で
自
分
た
ち
で
作
っ

た
ん
で
す
よ
。」

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
担
当
の
ゼ
ミ
生
は
、
授
業
時
間
外
に
受
付
や
案
内

を
行
う
。
就
職
希
望
の
若
者
だ
け
で
な
く
企
業
の
人
事
部
関
係
者
の

応
対
も
あ
り
、
神
経
を
使
う
こ
と
が
多
く
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
や
「
社
会
的
責
任
能
力
」
を
益
々
高
め
て
い
る
。

五　

旧
榛
名
町
支
援

地
域
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、
ま
ず
、
視
察
交
流

を
行
い
、
次
に
、
地
域
支
援
と
地
域
調
査
の
実
施
、
そ
の
結
果
を
調

査
研
究
の
成
果
と
し
て
報
告
す
る
と
い
う
一
環
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
一
例
と
し
て
旧
榛
名
町
の
地
域
支
援
が
あ
る
。

視
察
交
流
と
し
て
は
、
榛
名
神
社
・
社
家
町
の
視
察
と
現
地
討
議
・

社
家
町
活
性
化
委
員
会
の
傍
聴
・
地
域
住
民
と
の
交
流
を
行
っ
た
。

次
の
地
域
支
援
と
し
て
は
、
榛
名
町
役
場
・
社
家
町
主
催
の
榛
名
神

社
に
お
け
る
「
幽
玄
の
杜
音
楽
会
」
や
「
今
日
は
と
こ
と
ん
蕎
麦
食

う
べ
ー
・
酒
飲
む
べ
ー　

再
び
」
の
運
営
の
支
援
や
、
榛
名
神
社
社

家
町
の
門
前
仲
町
観
光
案
内
所
の
運
営
と
観
光
ガ
イ
ド
を
五
月
か
ら

一
一
月
ま
で
務
め
た
。
地
域
調
査
と
し
て
は
、「
幽
玄
の
杜
音
楽
会
」

来
聴
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、
榛
名
神
社
・
社
家
町
来
訪
者
へ

の
面
接
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
そ
の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
調
査
結
果

は
、
榛
名
神
社
社
家
町
・
宿
坊
「
般
若
坊
」
で
「
観
光
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
実
施
、
そ
の
成
果
を
報
告

書
と
し
て
作
成
し
た
。
現
地
に
何
度
も
出
向
き
、
現
地
の
人
の
活
動

に
関
わ
り
、
そ
の
都
度
、
意
見
を
聞
き
、
提
言
で
き
る
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
、「
問
題
発
見
能
力
」「
調
査
能
力
」「
政
策
立
案
能
力
」

を
育
成
し
た
事
例
で
あ
る
。
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六　
『
烏
川
お
散
歩
マ
ッ
プ
』

地
球
環
境
を
研
究
し
て
い
る
ゼ
ミ
で
は
、『
烏
川
お
散
歩
マ
ッ
プ
』

を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
冊
子
は
、「
学
ぶ
（
烏
川
の
形
成
・
歴
史

･

利
用
・
生
き
物
・
自
然
）」「
遊
ぶ
（
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
、
倉
渕

せ
せ
ら
ぎ
公
園
、
倉
賀
野
緑
地
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
等
）」「
食

べ
る
（
は
ま
ゆ
う
山
荘
、
く
ち
な
し
亭
、
高
崎
公
園
亭
、
サ
ン
レ
モ

等
）」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
巻
末
に
は
烏
川
広
域
マ
ッ
プ
も
掲

載
し
て
い
る
。学
生
が
烏
川
の
地
形
や
烏
川
に
生
息
し
て
い
る
魚
類
・

鳥
類
・
昆
虫
・
植
物
、
烏
川
流
域
の
観
光
名
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
つ

い
て
、
足
で
調
べ
て
調
査
し
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
問
題

発
見
能
力
」「
調
査
能
力
」「
社
会
的
責
任
能
力
」
を
高
め
た
。

七　

上
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
提
言

産
業
を
地
域
の
視
点
か
ら
捉
え
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て
そ
の
自

律
的
な
発
展
を
促
進
す
る
た
め
の
方
策
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
河
藤

ゼ
ミ
は
、
二
〇
〇
八
年
の
上
田
市
を
研
究
対
象
と
し
た
。
技
術
産
業

と
観
光
産
業
が
並
存
し
て
い
る
上
田
市
の
産
業
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
、
事
前
学
習
と
そ
の
報
告
会
を
行
い
、
三
日
に
亘
る
実
地
調
査
、

成
果
報
告
会
、
報
告
書
の
作
成
と
し
た
。
報
告
書
で
は
、
上
田
市
に

根
付
く
既
存
機
械
産
業
と
新
規
情
報
産
業
と
の
連
携
、
業
種
間
同
士

の
連
携
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
が
必
要
だ
と
提
言
し
て
い
る
。「
調

査
能
力
」「
政
策
立
案
能
力
」
を
伸
ば
し
た
好
例
で
あ
る
。

八　

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
地
域
政
策
学
部
で
は
、
学
部
の
理
念
に
基
づ
い
て
、

地
域
貢
献
を
通
じ
て
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
育
成
す
る
た
め
に
、

ゼ
ミ
を
中
心
に
地
域
貢
献
の
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
学
生
が
、
地

域
貢
献
事
業
を
通
し
て
「
問
題
発
見
能
力
」「
調
査
能
力
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」「
組
織
能
力
」「
社
会
的
責
任
能
力
」「
政
策

立
案
能
力
」を
養
っ
て
、「
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
問
題
解
決
能
力
」

を
学
士
力
と
し
て
身
に
つ
け
る
よ
う
に
、
ゼ
ミ
担
当
教
員
は
工
夫
に

工
夫
を
重
ね
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。


